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平成２４年度乳がんマンモグラフィ検診精度管理調査票（検診受託医療機関） 参考① 

４３市町村より回答（１７７医療機関） 

 

１ 施設分類 

病院     １０７機関 

        総合８１機関／外科１３機関／産婦人科３機関／その他１０機関 

診療所    ５３機関 

検診専門機関 １７機関 

 

２ 検診種別 

１次検診のみ ５２機関 ／ １次検診および２次検診 １２５機関 ／  

読影のみ   該当なし 

 

３ 検診体制 

施設内  １６８機関 ／ 検診車 ９機関 

 

【１】撮影機器について 

① 撮影装置（一次検診及び精密検査で使用する撮影装置の総数２０７）の状況 

アナログ装置 ２６台 ／ ＣＲ装置 １４３台 ／ ＤＲ装置 ３８台 

 

②日本放射線学会の定める仕様基準の状況 

アナログ装置 

  １次検診  （２６台）  基準 ２４台（92.3％） ／ 未基準 ２台 

  精密検査  （１１台）  基準 １１台 （100％） ／ 未基準 ０台 

ＣＲ装置     

１次検診  （１３９台）   基準１３８台（99.3％） ／ 未基準 １台 

  精密検査  （９０台）  基準 ８９台（98.9％） ／ 未基準 １台 

ＤＲ装置     

１次検診  （３８台）  基準 ３８台 （100％） ／ 未基準 ０台 

精密検査  （２８台）  基準 ２８台 （100％） ／ 未基準 ０台 

 

③マンモグラフィ検診施設画像認定の状況 

アナログ装置 

  １次検診  （２６台）  認定  １８台（69.2％） ／ 未認定 ８台 

  精密検査  （１１台）  認定 １０台（90.9％） ／ 未認定 １台 

ＣＲ装置     

１次検診 （１３９台）   認定１０２台（73.4％） ／ 未認定 ３７台 

  精密検査  （８９台）  認定 ６２台（69.7％） ／ 未認定 ２７台 

ＤＲ装置     

１次検診  （３９台）  認定 ３０台（76.9％） ／ 未認定 ９台 

精密検査  （２９台）  認定 ２１台（72.4％） ／ 未認定 ８台 

※１次及び２次検診で使用される機器について、検診実施機関として、マンモグラフィ画像認定取得

のための努力が必要である。 



- 2 - 

 

【２】 撮影状況（認定従事者）について 

① 医師（総数 ５９名） Ａ認定 ２５名／ Ｂ認定 ２２名／ その他（未認定） １２名 

② 技師（総数５６５名） Ａ認定３２３名／ Ｂ認定１６２名／ その他（未認定） ８０名 

 

※ 医師・技師について、検診実施機関として、認定取得のための努力が必要である。 

                                        

【３】読影状況について※読影センターに任せている医療機関は除く 

① 読影映像（ハード・ソフトコピー） 

ＣＲ  ハードコピー ９１件 

ソフトコピー ３２件（ＣＲＴ ０件 ／ ＬＣＤ３２件） 

ＤＲ  ハードコピー １４件 

      ソフトコピー ２２件（ＣＲＴ １件 ／ ＬＣＤ２１件） 

 

② 読影映像においての使用方法 

ＣＲ  主にハードコピー 副にソフトコピーを使用 ７８件 

  主にソフトコピー 副にハードコピーを使用 ３１件 

ＤＲ  主にハードコピー 副にソフトコピーを使用 １１件 

  主にソフトコピー 副にハードコピーを使用 ２０件 

 

③ ソフトコピー講習会 

受講している  ７９機関 

受講していない ７７機関 

 

④ モニタ解像度（メガ数） 

１Ｍ １件 ／ ２Ｍ １３件 ／ ３Ｍ １０件 ／ ５Ｍ ６４件 ／ その他 ２件 

 

⑤ 高輝度シャーカステンの使用 

使用 １５３機関 ／ 未使用 ７機関 ／ その他 ０機関 

 

⑥ 読影医師（総数４２４名） 

Ａ認定 １６１名 ／ Ｂ認定 ２４２名 ／ その他（未認定） ２１名 

 

※９割を超える医師が認定資格を持っていたが、Ａ認定に限定すると、全体の 38.0%（前年度 33.8%）

にとどまっている。 
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⑦ 二重読影の実施 

２回とも自施設 １０２機関／ １回他施設 ４８機関／ 未実施 ７機関／  

その他４機関 

（その他の回答） 

ａ 一部実施していないものあり 

ｂ 大阪市乳がん検診のものは二重読影。他市については一部二重読影。 

ｃ 大阪市乳がん検診のものは二重読影。個別検診は未実施。 

ｄ 大阪市検診施設は第一次読影のみ行う。 

 

※ 二重読影を実施していない機関に対して市町村から実施を要望しているに留まっている。 

 

⑧ 認定者による二重読影 

２回とも認定医 ９４機関 ／ うち１回認定医 １６機関 ／ その他 1機関 

   （その他の回答） 

    ａ 大阪市乳がん検診分は２人とも認定医、それ以外の分は１人認定医。 

 

⑨ 視触診‐マンモグラフィ読影の同時実施 

すべて同時 ８７機関／ 同時でない ６１機関／ その他 １１機関  

（その他の回答） 

     ａ 同時併用する場合としない場合がある（２件） 

     ｂ 同時併用であるが一部同時併用でない場合がある 

     ｃ 他施設読影医は、視触診をしていない 

     ｄ 読影医がする場合と、健診医（外科）がする場合がある 

     ｅ 他院からの依頼に関しては MMGのみ（５件） 

ｆ 二次読影のみ同時併用 

     

     ※ 同時併用の実施機関は全体の半数以上（前年度半数以下）であった。 

 

⑩ 比較読影の実施 

実施 １５０機関／ 未実施  １０機関 

 

 

⑪ 第三者による画像評価 

実施 ４１機関 ／ 未実施 １１４機関 ／ その他 ４機関 

（その他の回答） 

ａ 定期的ではないが実施している（３件） 

     ｂ 施設認定を受ける前段階で実施している 

 

【４】「がん予防重点健康教育及びがん検診実施のための指針－別紙（厚生労働省）」に記される、留意

点に基づく視触診の実施 ※視触診機関に任せている医療機関は除く 

実施 １５７機関 ／未実施 １機関 ／ その他 １機関  
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【５】精度管理 ※読影センターで判定している医療機関は除く 

① 自施設での要精検率 

把握 １２１機関 ／ 一部把握 ２１機関 ／ 未把握 １６機関 

 

 

② 自施設で要精検と判定された者の精検受診率 

把握 ９５機関 ／ 一部把握 ４１機関 ／ 未把握 ２１機関 

  

 

③ 自施設で要精検と判定され、他施設で精検を受診した者の精検受診率 

把握 ６９機関 ／ 一部把握 ５４機関 ／ 未把握 ３５機関 

 

④ 自施設で要精検と判定され、自施設で精検を受診した者の精検受診率 

把握 １０３機関 ／ 一部把握 １８機関 ／ 未把握 ２８機関 

 

⑤ 自施設で要精検と判定された者の陽性反応適中度 

把握 ９２機関 ／ 一部把握 ３７機関 ／ 未把握 ２９機関 

 

※ 精度管理の各項目において自施設での要精検率以外は、把握している医療機関が少ない。    

しかし、撮影のみを受託する医療機関もあり、数値だけでは把握しにくい部分も多い。 

 

【６】一次検診機関への諮問 ※読影センターで判定している医療機関は除く 

① 精密検査機関から精検結果の報告 

    報告あり １２８機関 

    報告なし  ３２機関 

 

【７】精密検査機関への諮問 

① 一次検診機関からの資料（診療情報・ＭＭＧ所見結果・ＭＭＧ）提供 

    提供あり １１０機関 

    提供なし  １５機関 

 

② 一次検診機関からの資料がＭＭＧの施設 

    ＨＣつき ５９機関 

    ＣＤつき ５４機関 

 

【８】機器等の管理 

① 日常的、定期的管理 

実施 １１２機関 ／ 一部実施 ６４機関 ／未実施 ０機関 

 

② 装置管理のため、所有する機器等 

ＡＣＲ認定ファントム１７２件／ＪＣＳ推奨ステップファントム１３５件／濃度計１５７件／線

量計２７件／センシトメーター３４件／ ＡＥＣ調整ファントム４８件／乳房圧迫圧力計７件／

メッシュ３０件／その他１７件  
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（その他の回答） 

・輝度計（シャウカステン輝度計・照度計） 

・胸壁欠損試験ファントム 

・焦点の性能評価ファントム（ＣＩＲＳ Ｍｏｄｅｌ１６Ａ） 

・Ｘ線テストチャート  

・チャート（マンモ用高解像度チャート） 

・高純度Ｐ・Ｌ三板 

・ワンショットファントム 

・均一性ファントム 

・ＤＭＱＣファントム 

・ＱＡファントム ＭＯＤＥＬ ０１１Ａ 

・ＴＭ－５ 

・ＡＬ板 

・ＳＣＴＦ 

・１ＳＨОＰ，ＰＨＡＮＣОＵ 

・Ｐｒｏｆｅｓｓｉｏｎａｌ版（精中委） 

・圧力計の代わりに体重計 

 

【９】マニュアルに基づく所見用紙の使用  

①視触診の所見用紙は「マンモグラフィによる乳がん検診の手引き-精度管理マニュアル」に基づい

たものを使用 

使用 １４５機関 ／ 未使用 １３機関 ／ その他 １機関 

（その他の回答）視触診は他院にお願いをしている 

 

 ②マンモグラフィ検診の所見用紙は「マンモグラフィによる乳がん検診の手引き-精度管理マニュア

ル」に基づいたものを使用 

使用 １５０機関 ／ 未使用 ９機関 
＜図 27＞ 


